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４ 学校教育計画 

教育 

目標 

   ＜学校教育目標＞   「心豊かで たくましい 三保っ子の育成」 

   ＜重点目標＞      かしこい考え やさしい言葉 元気な声が 三保に響く学校 

～育てよう 深めよう 広げよう 三保っ子魂～   

本 

年 

度 

の 

重 

点 

・ 

努 

力 

点 

(1)「かしこい考え」 資質・能力の育成  

○少人数指導と異学年合同学習を生かした「わかる」「できる」授業の実現 

・「主体的・対話的で深い学び」の観点からの授業改善 

・一人ひとりに合ったオーダーメイドのきめ細かな指導 

・複数学年での合同学習の効果的な指導 

・反復練習による基礎的・基本的な学力の定着 

・教科等横断的なカリキュラム・マネジメント 

・ICT機器の効果的な活用 

 (2)「やさしい言葉」 豊かな心の育成 

○学級経営の充実とインクルーシブ教育の視点に立った支援教育の充実 

・特別の教科道徳の時間を要とした道徳教育の推進 

・人権教育、同和教育の推進 

・支えあい認め合える、いじめのない人間関係づくり 

・プラス言葉を意識し、自己肯定感を育てる働きかけ 

・ふれあいを深める居場所づくり 

(3)「元気な声」 健康・安全教育の充実 

○たくましい体をつくる取り組みや健康教育の推進 

・合同体育、がき大将遊び、スポーツタイムの充実 

・新体力テストを活用した体力づくりの取り組み 

・望ましい生活習慣、生活リズムの確立、食育の推進 

○安心・安全な教育環境づくり 

・実践的な防災安全教育の推進 

・登下校の見守り、地域との情報共有 

(4)三保幼稚園・川村小学校・山北中学校・鹿島山北高校・保護者・地域・関連機関等との連携・協力 

・「三保ならでは」の様々な教育活動を通した交流の推進 

・学校だより、学級通信を通した積極的な情報発信 

・三保幼稚園、川村小学校との交流学習の充実や授業研究の連携 

研究 

主題 

＜研究主題＞  「自ら学び、考えを豊かに伝え合う子どもの育成」 

          －多様な学びの場を生かした学習活動を通して － 

主 

な 

研 

究 

内 

容 

本校の特色である少人数学級のよさを生かしながら、一人ひとりの子どもの学びを丁寧に見取り、 

個に応じた学びのプロセスを大切にする中で、基礎学力の定着を図るとともに、「子どもの主体的にまな

ぶ姿勢」と「自分の考えを明確に表現し、相手の立場も尊重して伝え合う力」の育成に向けて研究を深め

ていく。 

＜研究の柱＞ 

 （１）ひとり学びの充実（個別学習、読書活動の充実、ＩＣＴの活用） 

 （２）複式学級や合同学習、ふれあい班活動での異学年交流の充実 

     学習形態やカリキュラム編成の工夫、全職員による算数タイムの指導 

 （３）学校外での学びの場の活用 

     地域を知り、学んだことを発信する地域学習 

三保幼稚園との連携、川村小学校・山北中学校との交流 

 


